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	応用
	抗原情報
	背景
	Ca2+依存性アクチンフィラメント切断タンパク質。細胞膜下のミクロフィラメントネットワークの組織化に影響を及ぼすことで、エキソサイトーシスの調節機能を果たす（PubMed:8547642、PubMed:26365202）。切断活性はホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸（PIP2）によって阻害される。in vitroでは、Ca2+存在下でバーブエンドキャップおよび核形成活性も示す。巨核球の分化、成熟、倍数体化、および血小板様粒子の放出を伴うアポトーシスに必要である（PubMed:11568009）。破骨細胞形成（OCG）および破骨細胞におけるアクチン細胞骨格の組織化に役割を果たす。軟骨細胞の増殖と分化を制御する。細胞増殖と腫瘍形成を阻害する。シグナル伝達は、MAPK、p38、およびJNK経路によって媒介されます (PubMed:11568009)。
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	SCIN 抗体を使用した、HepG2、ヒト胎盤、293 溶解物中の SCIN のウエスタン ブロット分析。

